
トップレベルの管・打楽器奏者たちの
レッスンと演奏を、間近に！
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水戸室内管弦楽団メンバーによる

入場券配布開始 ｜ 2023年12月16日［土］
入場 券配布場所 ｜  日立シビックセンター（9:00～18:00/毎月最終月曜休館） 

日立市民会館（9:00～17:30/火曜休館） 
多賀市民会館（9:00～17:30/火曜休館） 
水戸芸術館（9:30～18:00/月曜休館） 
ザ・ヒロサワ・シティ会館（10:00～17:00）

公開レッスン
   ミニコンサート
会場｜日立シビックセンター音楽ホール　 日立市幸町1-21-1

2024年2月25日［日］13:30開場／14:00開始
（16:00終了予定）

&
入場無料 

【要入場券】

水戸室内管弦楽団メンバーによるミニコンサート

 公開レッスン｜日立市民吹奏楽団 ［受講曲］ 2024年度吹奏楽コンクール課題曲より（予定）

	 grosse rizière plus ［受講曲］R. シュトラウス： 13管楽器のためのセレナード  
変ホ長調 作品7グロス・リズィエル・プルー

●公開レッスン当日は窓口が混み合いますため、事前の入場券のお引き取りをお願
いいたします。●公演の内容や出演者は、変更になる場合があります。●本公演は
新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を行って開催します。ご理解とご協力をお
願いいたします。●車椅子のお客様、盲導犬、介助犬同伴のお客様は、スムーズな
ご案内のため予めお知らせください。●未就学児のご入場はご遠慮ください。

【お問い合わせ】  

水戸芸術館 音楽部門 Tel.029-227-8118（月曜休館）

主催 ｜ 茨城県、公益財団法人水戸市芸術振興財団　  協力 ｜ 一般社団法人茨城県吹奏楽連盟

過去のレッスンの様子



　国内外で活躍する水戸室内管弦楽団の名手たちが茨城県の吹奏楽団や管楽器アンサンブルを指導する公開レッスン。今回は県北
地域から受講団体を募集し、日立市民吹奏楽団とg
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リズィエル
izière p

プルー
lus（日立交響楽団管楽器メンバー）が受講します。レッスンを通

して音楽が練り上げられていくプロセスには、合奏の奥深さと楽しさが詰まっています、さらに、クラシックファン必見！ 講師たちの 
アンサンブルによるミニコンサートも開催します。
　音楽は聴くだけという方も、楽器を演奏される方も、世界トップレベルの音楽の創り方を間近に体験してみませんか？

［会場］

日立シビックセンター 音楽ホール
〒317-0073 日立市幸町1-21-1
TEL. 0294-24-7711

お問い合わせ｜水戸芸術館 音楽部門
Tel.029-227-8118（月曜休館）
●車椅子のお客様、盲導犬、介助犬同伴のお客様は、スムー
ズなご案内のため予めお知らせください。●未就学児のご入
場はご遠慮ください。●公演の内容や出演者は、変更になる
場合があります。

［日立シビックセンターへの交通のご案内］
◎電車でのご来場：�JR常磐線日立駅中央口から徒

歩3分
◎車でのご来場：地下駐車場／208台収容（有料）

 講 師 

 水戸室内管弦楽団 

フルート

岩佐和弘
水戸室内管弦楽団ゲスト
奏者、カスタムウインズ木
管五重奏団、東京音楽大
学特任准教授

サクソフォン

小山弦太郎
桐朋学園大学、昭和音楽
大学、長野県小諸高等学
校音楽科各講師

トロンボーン

野々下興一
水戸室内管弦楽団ゲスト
奏者、東京都交響楽団、
東京音楽大学講師

クラリネット

山本正治
水戸室内管弦楽団ゲスト
奏者、東京藝術大学名誉
教授、武蔵野音楽大学特
任教授

ホルン

猶井正幸
水戸室内管弦楽団 楽団員
代表、桐朋学園大学特任
教授

打楽器
望月岳彦
水戸室内管弦楽団ゲスト
奏者

 日立市民吹奏楽団 

　日立市民吹奏楽団は1974年の設立以後、音楽の生涯学習の場
として「音楽による街づくりに寄与する」ことを目的に活動しています。
5月の定期演奏会と12月のポップスコンサートを活動の柱とし、吹
奏楽コンクールや日立市内のイベントでの演奏参加、市内中学校等
への演奏指導にも取り組んでいます。現在、年齢も職業も様々な団
員（約60名）が、年齢や立場を超え、音楽を愛し、より良い音楽を奏
でるために日々練習に励んでいます。

　水戸室内管弦楽団は1990年、水戸芸術館の専属楽団として、初代館長・吉田秀和の提唱により誕生しました。指揮者の小澤
征爾が総監督を務めています。メンバーは、ソリストやオーケストラの首席奏者として世界的に活躍する17名の日本人音楽家と�
5名の外国人音楽家です。水戸芸術館で開催される定期演奏会は、小澤征爾や客演指揮者による演奏会とともに、指揮者を置か
ずメンバーのみのアンサンブルによる演奏会にも力を入れています。音楽家たちは、演奏会の度に世界各地から水戸芸術館に集ま
り、集中的にリハーサルを行います。日本人作曲家への委嘱も行っており、一柳慧〈汽水域〉、林光〈悲歌〉（95年度尾高賞受賞）、平
義久〈彩雲〉などの作品を初演しています。またソニークラシカル、ユニバーサル・ミュージックなどからCD19枚、NHKエンタープ
ライズなどからブルーレイ／DVD3枚が発売されており、いずれも高い評価を受けています。これまでに水戸芸術館での定期演奏
会、東京や大阪など日本各地での館外公演、3回のヨーロッパ公演などを行い、世界有数の室内管弦楽団との評価を確立しています。
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  grosse rizière plus 

　コロナ禍をきっかけに結成し、常陸太田市内を中心に演奏活動をし
ている木管五重奏団「grosse rizière」を母体に、メンバーが所属
する日立交響楽団内でアン
サンブルをしたい方を募集
し、「grosse rizière plus」 
として再結成しました。13

人のアンサンブルは初めて
の挑戦です。合わせるポイ
ントを学び、アンサンブル力
を高めていくことで、一人一
人がオーケストラでの演奏
に力を発揮できるのではな
いかと思います。

グロス・リズィエル・プルー


